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長野幹車セで台車検査ができると職場からの提言

がある。 
台車の交換は可能である。やり方については、

まだまだ検討が必要。 

北陸新幹線延伸後の検査体制はどこが実施するの

か。 
全般検査や台車検査は、新幹線総合車両センタ

ーにて実施する予定。 

震災から 1 年 7 ヶ月が経過した今もコスト面を理由

に、これから検討するというのは遅すぎる！ 

検討をいつまでにやるかはっきりさせてもらいたい！ 

いつまでということは今言えることではない。 

リスク管理については組合と同じ認識を持っ

ていかなければならない。 

異常時対策として、リスク分散をすべきではないか。 リスク管理やリスク分散の必要性は認識して

いる。コスト面から検査体制を確立するのは難

しい。 

市町村で計測しているため、会社として計る

つもりはない。 

つもりはない。 
・・・・ 数値を計らない理由を教えて欲しい！ 

組合員に対して説明がつかない！ 

何を根拠に「人体に影響はない」と言っているのか！ 国が見解を出している。 

国の基準は２０ｍＳvだが、本来は１mＳvで判断すべ

き。その基準に沿って健康診断を行うべきだ。 

１mＳv以下にする必要はあると思うが、越えたとして

もすぐに人体に影響はないといわれている。 

「放射線量が低い」と言っているが、実際に計っていな

いのになぜ分かる！ 
文科省や市町村がモニタリングしている。 

組合員は不安を抱えている。だからとにかく会社と

して放射線量を計って欲しい！ 

測ってくれ！ 


